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I論文審査結果要旨 1
本研究は、高島町におけるコホート研究の一環として行われ、地域在住の後期高齢者
に対して詳細な高次脳機能の検討を行ったものである。一般的によく使われている認
知機能スクリーニンクe検査に加え、既存の前頭葉機能検査と新たに考案した前頭葉機
能検査であるノレール同定課題を施行した。その結果、スクリーニング検査とその他の
検査の結果には事離があることが示され、高次脳機能障害の検出には包括的な神経心
理学的検査が必要であることが明らかとなった。また、本邦における後期高齢者を対
象とした研究どしては、もっとも多数例において高次脳機能検査の基準値を示すこと
ができ、今後の高齢者を対象とした研究において有用な基礎的デ]タとなると考えら
れた。
以上より、本研究には重要な新知見が含まれており、結果に対する十分な考察もな
されていた。本研究の結果は、コホート研究で集められている多様なデータ(運動量、
食習'陵、遺伝子など)と関連づけることで、更に発展させていけるものど期待される。
本審査委員会では、全員一致して博士論文にふさわしいものと判断し、合格とした。
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